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区と並ぶ挑戦的で重要なプロジェクト」と
言い、総力戦で取り組む考え。システムズ
ナカシマの中島基善会長も「短期での収
益化を期待していないボランティア的取り
組みだが、地域課題の解決には何でもや
る精神で取り組んでいくのが当社の姿勢。
大学と対等な立場で、ともに課題解決に挑
むとともに、岡山を支える人材の育成にも貢
献していきたい」と意気込みを述べている。
　「共創の場形成支援プログラム」は、育
成型、本格型の2段階構造で、2年間の結
果から、年間数億円の予算が付く本採用
が決められる。現在は年間2500万円程度
が支給される育成型。1年単位での情報
収集・検証ペースとなる白桃栽培で短期
間に結果を出すのは相当難しいが、那須
学長は「例え本採用されなくても、続けてい
く」と覚悟を示している。

それによって実がどう付くかなどを予測、CG
で分かりやすく表示するシステムも福島大
学などと開発中。日照や降水量、気温など
の変化がモモの育成状況や作業内容にど
う影響するかを把握し、勘に頼らない農業
を支援する仕組みの開発にも着手。害獣
対策の研究も進める。
　システムズナカシマは、これらの研究成
果を基に、匠の技から基本的知識まで幅
広い栽培技術や繁忙期の作業協力など
の情報を共有・発信するプラットフォームを
構築する。
　同テーマを担当する福田文夫同大大学
院環境生命科学学域教授は「高品質な
モモの生産を目指す人、親から継いだ農
園を維持できればいい人、さらには生きが
いとして兼業で生産に臨む人などさまざま
な立場の人が、自分に合った情報にアクセ
スできるのが理想。経営を維持できる白桃
生産の実現はもちろん、技術をデータ化す
ることでマネタイズの道も開ける可能性もあ
る」と意気込んでいる。将来的には視界に
情報を表示するスマートグラスなどで、指示
を受けながら作業できるようになる時代が
来るかもしれないという。
　さらに今回特徴的なのは、技術継承す
る対象についても未来図を描いていること。
「さまざまな立場の人」について掘り下げ、

企業研修やインバウンドを含めた体験型観
光、作業参加型のオーナー制など、一時的
に作業に参加する新たな形での労働力確
保の道を模索。お題目ではない「ダイバー
シティ農業」の実現を目指している。
　残りの2つのテーマについても、中谷興
運㈱（倉敷市）と輸出を視野に入れた効
率的輸送などについての研究を進めてい
るほか、事故や負担の少ない作業など予
防医学面からのアプローチでの研究を進
める。
　ロジスティクスの専門家で同構想の地域
連携・研究開発企画チームを率いる津守
貴之同大大学院社会文化科学学域教授
は「農業は流出のない定着型で地域経済
にとって重要な産業。この構想を地域の産
業連関を紡ぎ直す取り組みとして進めてい
きたい」と話している。

支援期間過ぎても研究続ける

　大規模農業にそぐわない分野の農業改
革にもつながるプロジェクト。同大の那須保
友学長は「総合大学の『専門知』に横串
を刺して『総合知』とすることで、地域の多
様な課題を解決していくことが重要な戦略
の一つ。研究室の外に出ていくことで、企
業などと活動することが大切だ。この構想
は、吉備中央町でのデジタル田園健康特
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